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富
小
路
貞
直
宛
加
藤
千
蔭
書
簡

ー

『富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千
蔭
呈
書
』
翻
字
と
解
題

1
盛

田

帝

子

「
、

は

じ

め

に

本
稿

で
紹
介
す

る
の
は
、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵

『
富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千

蔭
呈
書
』

一
冊

で
あ

る
。
本
書

は
堂
上
歌
人
富
小
路
貞
直

の
詠
草
十

一
首

に
加

藤
千
蔭
が
添
削
と
批
評
を
施
し
た

「
享
和
元
年
八
月
富
小
路
三
位
殿
よ
り
消
息

に
て
加
筆
を

こ
ひ
給

へ
る
ま

ゝ
に
書

て
ま

ゐ
ら
せ
け
る
案
」
(以
下

「
添
削
」
と

称
す

る
)
と
、
貞
直
あ

て
に
出
し
た
千
蔭

の
書
簡

「
富
小
路
三
位
卿

へ
答

た

て

ま

つ
る
文
」
(以
下

「書

簡
」
と
称
す
る
)
の
二

つ
か
ら
成

る
。
実
際

に
は

「添

削
」

は

「
書
簡
」
と
同
時

に
貞
直

へ
呈
上
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
添
削
」
お
よ
び

「
書
簡
」
は
、
享
和
元
年
五
月
二
十
二
日
、
京
都

の
貞
直

が
江
戸

の
千
蔭

に
宛

て
て
出
し
た
書
簡

に
対
す
る
返
書

に
相
当

す
る
。
貞
直

の

書
簡
は
未
見

で
あ
る
が
、
「
書
簡
」
か
ら
お
お
よ
そ
以
下

の
よ
う
な
内
容

で
あ

っ

た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

一
、
自

作

の
詠
草
二
十

六
首

の
添
削

の
依
頼
。

二
、
賀
茂

季
鷹

を
通
じ

て

『萬
葉
集
略
解
』
巻
十

一
ま
で
を
譲

り
受

け
た

こ
と

へ
の
謝
礼
。

三
、
上
京
し
た
宣
長
が
堂
上
家

を
相
手

に
講
釈
を
し

て
い
る
様
子

の
報
告
と
千

蔭

へ
の
上
京

の
懲
悪
。

以
上

の
よ
う
な
内
容

の
書
簡

を
、
貞
直

は
塙
保
己

一
門
人
稲
山
行
教

に
託
し

た
が
、
行
教

の
病

の
為
、
書
簡

は
約

三
ケ
月
間
行
教

の
も
と

に
留
ま

っ
た
ま
ま

で
あ

っ
た
。

こ
の
書
簡

が
千
蔭

の
許

に
届

い
た

の
は
、
同
年
八
月
二
十
三
日
。

千
蔭

は
同
二
十
八

日
に
貞
直

へ
の
返
書
を
書

い
た
。

こ
の
返
書

の
内
容
は
、
お

お
よ
そ
次

の
通
り

(
一
が

「
添
削
」

に
、

二
～
四
が

「
書
簡
」

に
相
当
)
。

一
、
貞
直

の
詠
草

に
対
す

る
添
削
と
批
評
。

二
、
『
萬
葉
集
略
解
』
の
巻
十

一
ま
で
に
引
き
続

い
て
、
巻
十
二
か
ら
巻
十
六

ま

で
を

「
た
だ
し
を

へ
て
」
送

る
約
束
。

三
、
歌
人
本
居
宣
長

に
対
す

る
非
難
。

四
、
貞
直

の
和
歌

に
対
す
る
総
評
。

当
時
堂
上
歌
人
が
地
下
歌
人

に
添
削
批
評
を
乞

う
と
い
う
事

だ
け
で
も
異
例

で
あ

る
が
、
貞
直
が
千
蔭

に
添
削
を
願

い
出

た
詠
草

の
中

に
は
、
貞
直
が
教

え

を
受
け

て
い
た
飛
鳥
井
家

の
月
次
歌
会

で
の
詠
草
、
寛
政
十

三
年
正
月
十
八

日

和
歌
御
会
始

に
出
詠
す
る
為

に
詠

ま
れ

て
い
た
と
思

わ
れ
る
詠
草
、

ま
た
当
時

上
京
し

て
い
た
宣
長

に
教

え
を
請

う
旨

の
詠
草
も

あ
り
、

そ
れ
を
地
下

の
千
蔭
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に
添
削

さ
せ

て
い
る

こ
と
は
当
時

の
堂
上

と
地
下

の
関
係

を
考

え
る
と
驚
き

に

値
す
る
。

ま
た
千
蔭
は
、
賀

茂
真

淵
を
継

い
で
古
典

研
究

に
莫
大

な
業
績
を
残

し
、
『萬

葉
集
略
解
』

の
成
立
過
程

に
お

い
て
も
数
々

の
助
言

を
受

け
た
宣
長

の
学

問
的

才
能
を
認
め

つ
つ
も
、
古
風

・
近
躰
と
歌
体

を
わ
け

て
詠
ん
だ
歌
人

と
し
て
の

宣
長

に
対
し

て
は
痛
烈
な
批
判
を
下
し
、
詠
歌

の
心
構

え

に
関
す
る
自
説

を
展

開
し

て
い
る
。
同
じ
真
淵
門
下

で
は
あ
る
が
、
歌
人
と
し

て
の
方
針

は
異
な

っ

て
い
る
と

い
う
事
を
、
千
蔭

の
口
か
ら
明
言
し

て
い
る
資
料
と
し

て
、
「
書
簡
」

は
特
筆
す

べ
き
資
料

で
あ

る
。

な

お
、
「添
削
」

の
詠
草
は
、
土
卵
、
慈
延
、
日
野
資
愛

、
賀
茂
季
鷹
な
ど
当

時
京
都
文
壇

で
活
躍

し
て
い
た
人
物

と
の
贈
答
歌
が
多
く
、
貞
直

の
当
時

の
文

壇

で
の
交
遊

の
広

さ
を

も
物
語

っ
て
い
る
。

以
上
述

べ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
『富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千
蔭
呈
書
』
は
非
常

に
興
味

深
い
資
料

で
あ
り
、
近
世
後
期
歌
壇
研
究

に
資
す

る
も

の
で
あ

る
と
思

わ
れ
る

の
で
こ
こ
に
翻
字

し
、
合

わ
せ

て
注
を
施

し
た
。

本
書

に

つ
い
て
は
、

佐
佐

木
信

綱

『
増
訂
日
本
歌
學
史
』

(明
治

四
十

三
年
)

に

『
答
富
小
路
貞
直
卿
書
』

と
し

て
言
及
さ
れ

て
お
り
、

ま
た
福
井
久
蔵

『大

日
本
歌
書
綜
覧
』

(大
正
十
五
年
)

に
は

『富
小

路
貞

直
卿

詠
歌
』

『奉
富
小
路

三
位
書
』
が
立
項
さ
れ
簡
単
な
解
題
が
施
さ
れ

て
い
る
。

な
お
、
関
根
正
直

「
加
藤
千
蔭
と
そ

の
時
勢
」

(『
か
ら
す
か
ご
』
所
収
)

に

は

「
彼

の
富
小
路
三
位
貞
直
卿
は
、
か
ね

て
よ
り
千
蔭
が
歌
道

に
秀

で
た
る
を

知

ら
れ
、

は
た
其

の
風
を
慕

は
れ

て
、
わ
が
詠
歌
を
添
削
す

べ
く
、
又
歌
調

の

意
見
を
聞
か

ま
ほ
し
き
由
を
も
申
し
お

こ
さ
れ

て
、
し
ば
ぐ

文
通
も
せ
し
間

が
ら
に
し
て
、
堂
上
公
卿

が
地
下

の
歌
人

の
門
弟
と
な
ら
れ
し

は
之
を
始
め
と

す
」

と
述

べ
て
い
る
が
、

お
そ
ら
く

そ
の
根
拠

は
こ
の
資
料

に
あ

る
の
だ
と
思

わ

れ

る
。

二
、
　
小
路
貞
直
と
加
藤
千
蔭
に
つ
い
て

書
簡

の
宛
先
人

で
あ

る
富
小
路
貞
直

に

つ
い
て
は
従
来
ほ
と
ん
ど
研
究

が
な

さ
れ
て
い
な

い
の
で
、

や
や
詳
し
く
触
れ
た

い
。
貞
直
は
堂
上
歌
人

で
あ
り
な

が
ら
地
下
歌
人

や
国
学
者
、
ま

た
俳
人
等
と
も
深

い
関
り
を
持

っ
て
い
た
非
常

に
興
味

深
い
人
物

で
あ

る
。
宝
暦
十

一
年
十

二
月
二
十

四
日
、
父
正
二
位
伏
原

宣
條

と
母
従

一
位
柳
原
光
綱

の
末
子
と
し

て
京

に
生
れ

(『
公
卿
補
任
』
、
東
京

大
学
史
料
編
纂
所
蔵

『富
小
路
家
譜
』
)
、
富
小
路
良
直

の
養
子
と
な

っ
て
家
督

を
継

ぎ
位
官

は
正

三
位
治
部

卿
に
の
ぼ

っ
た
。
天
保
八
年
八
月
三

日
、
七
十
七

歳

で
没
し

て
い
る
。
菩
提
寺

は
京
都
市
左
京
区
浄
土
寺
真
如
町
真
如
堂
内
松
林

院
。
御
住
職

の
御

教
示
に
よ
る
と
、
法
名

は
満
假
賢
院
殿
泰
量
慈
思
大
居
士
。

貞
直

に
は
、
家
督
を
継

い
だ
貞
随

の
他

に
も
、
権
中
納
言
大
原
重
サ

の
養
子
と

な

っ
た
二
男

の
重
成
、
光
格

天
皇

の
女
房

と
な

っ
た
女
子
、
醍
醐
寺
住
侶
護
智

院
権
僧
正
と
な

っ
た
三
男

の
演
隆
、
持
明
院
基
政
室

と
な

っ
た
女
子
と

い
う
五

人

の
子
が

い
る

(『
富
小
路
家
譜
』
)。
貞
直

は

の
ち
に
光
格
院

に
仕

え
て
い
た
娘

を
通
じ

て
、
平
田
篤
胤

の

『
古
史
成
文
』

・

『古
史
徴
』

・

『霊

の
真
柱
』
等

の
抄
写
本
を
院

に
献
上
し
、
上
意

に
よ

っ
て

『
古
史

成
文
』

の
序
文

を
宣
命
体

で
撰

し
て
い
る
.
ま

た
、
勉
亭
主
人
如
泥
、
如
泥
斎

主
人
と
号
し

て
上
方
俳
書

に
多

く
の
序
文
を
寄

せ
て
い
る
ほ
か
、

教
訓
書

『拾
遺
十
訓
抄
』

(文

政
十
年

序
)

や
読
本

『絵
本
楠
公
記
』

(享
和
元
年
序
)
、
注
釈
書

『
百
人

一
首

峯
梯
』

(文
化

三
年
序
)
等

々
に
も
序
文
を
寄

せ
て
い
る
。

歌
は
飛
鳥
井
門

で
、
宮
廷
歌
会

に
初
め

て
そ
の
歌
が
み
え
る

の
が
天
明
五
年

正
月
十

八
日

の
仙
洞
和
歌
御
会
始

で
あ

る
。
「
若
葉
契
遽
年
」
の
題

で

「
ね

の
日

「52「



せ
し
松

の
み
な
ら

て
お
な
し
野

の
わ
か
な

に
千
世
を
ち
き
り

て
そ

つ
む
」
と
詠

ん
で
い
る

(
山
口
大
学
棲

息
堂
文
庫
蔵

『
天
明
五
年
和
歌
御
会
始
』
)
。
そ

の
後

、

飛
鳥
井
家

の
歌
会
や
宮
廷
歌
会

に
熱
心

に
出
詠
す
る

一
方

で
、
当
時
京

都

の
雅

文
壇

に
大
き
な
影
響
を
持
ち
、
有
力
地
下
歌
人
を
集
め

て
歌
会
を
行

っ
て
い
た

妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王

の
も
と

に
出
入
り
し
、
ま
た
、
享

和
元
年

宣
長

の
上
京

の
折

に
は
そ

の
宿

に
通

っ
て

『
万
葉
集
』
『
源
氏
物
語
』
等

の
講

釈
を
聴

き
、
宣

長
が
京
を
去
る
と
き

に
、
堂
上
歌
人
ら
し
か
ら
ぬ
古

風

の
長
歌
を
詠
ん
で
地
下

歌
人
を
驚
か
せ
た

(斎
藤
彦
麿

『
神
代
蝕
波
』
、
『
燕
石
十
種
』
第
三
巻
)
。
ま
た

宣
長

の
上
京
中

に
書
簡
を
出
し

て
千
蔭

の
上
京

を
懲
憩
し
た

こ
と
は
前

に
述

べ

た
通
り

で
あ
る
。
享
和
二
年

に
行
わ
れ
た
大
愚
歌
合

に
参
加

し

て
い
た
こ
と
か

ら
飛
鳥

井
家
を
破

門

に
な
り
、
宮
廷

歌
会

へ
の
出
詠

も
禁
止

さ
れ
る

(拙
稿

「享
和
期
京
都
歌
壇
の
一
側
面
「
ー
大
愚
歌
合

一
件
を
通
し
て
「

」
「近
世

文
芸
」
六
十
二
号

平
成
七
年
参

照
)
が
、
以
後
も
和
歌

を
詠

ん
で
い
た
こ
と

は
貞
直

の
家
集

『
正
二
位

貞
直

卿
詠
草
』
(
天
理
図
書
館
蔵
)
か
ら
わ
か
る
。
堂

上
歌
人

で
あ
り
な
が
ら
地
下

の
歌

学
を
積
極
的

に
取

り
入

れ
よ
う
と
し
た
堂
上

新
派
歌
人

の
う
ち

の
ひ
と
り

で
、
古

学

へ
の
造
詣

も
深
い
。

な
お
貞
直

に

つ
い

て
は
稿
を
改
め

て
詳
し
く
論

じ
た
い
と
思
う
。

貞
直

の
千
蔭

と
の
関
係
は
、
和
歌

添
削

の
他

に
、
千
蔭

の
家
集

『
う
け
ら

が

花
』

を
巡
る
逸
話

が
あ
る

(
関
根
正
直

『
か
ら
す
か
ご
』
)
。

千
蔭

の
家
集

『
う
け
ら
が
花
』
(享
和

二
年
刊
)
の
書
名

は
、
千
蔭

が
貞
直

に

贈

っ
た
歌

が
も
と
と
な

っ
て
命
名

さ
れ

て
い
る
。
巨
勢
利
和

が
撰

し
た

『
う
け

ら
が
花
』

の
序
文

に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

【前
略
】

そ
も
そ
も
此
集

の
名

(
う
け
ら
が
花
)

は
、

さ
き

つ
と
し

(寛

政

一
二
年
)

み
や
こ
の
や
む
ご
と
な
き
わ

た
り

(京
都

の
富
小
路
貞
直
)

よ
り
、

う
し

(加
藤
千
蔭
)

の
よ
み
お
か
れ
た

る
う
た
な
む
ま
ゐ
ら
せ
よ

と
有

り
し
に
、

え
り
て
ま
ゐ
ら
せ
ら
れ

つ
る
時
、
花
数
な
ら

ぬ
う
け
ら
さ

へ
つ
ま
る
る
世

に
あ

ひ
ぬ
る
よ
し

(『
う

け
ら
が
花
』
《
新
編
国
歌
大
観
》

一
五
二
二
番
)
を

よ
み
出

で
ら
れ
し
よ

り
、

み
つ
か
ら
う
け
ら
が
は
な
と

名

を
お
ほ
せ
ら
れ
た
る
な

り
け
り

【
下
略
】

(括
弧
内
盛
田
注
)

と
こ
ろ
で
、
享
和

二
年

の
冬

に
、
堂
上
歌
人
廣
幡
前
秀
主
催
、
地
下
歌
人

慈

延
判

の
堂
上

・
地
下
相
混

じ

っ
た
歌
合
が
行
わ
れ
、
そ
れ
が
堂
上
家

の
間

で
問

題

に
な

り
、
出
席
し

て
い
た
堂
上
歌
人
達

の
ほ
と
ん
ど
が
罰
せ
ら
れ
る
と

い
う

事
件

が
起

る
。

こ
れ

に
参
加
し

て
い
た
貞
直
も
歌

の
師
匠

で
あ
る
飛
鳥
井
雅
威

か

ら
破
門

さ
れ
、
宮
廷
歌
会

の
メ
ン
バ
ー
か
ら
は
ず
さ
れ

て
し
ま
う
。
破
門

を

受

け
た
直
後
、
貞

直

が
心
情

を
吐
露

し
た
賀
茂

季
鷹

へ
の
書
簡

が
村
田
春
海

『
織
錦
舎
随
筆
』

に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

そ

の
書
簡

に
対
す
る
春
海

の

コ
メ

ン

ト
が
、
千
蔭
と
貞
直

の
関
係
を
示
す
も

の
で
も
あ
る
の

で
こ
こ

で
引

用
す

る
。

富
小
路
三
位
貞
直
卿
よ
り
、
賀
茂
季
鷹

が
も
と

へ
贈

ら
れ
た
る
書
状

享

和
三
年
五
月

お
も

ほ
え
ず
教

の
お
や

に
す

て
ら
れ
て
な
く
な
く
ま
ど

ふ
の
み
芝

の

露何
事
も
ふ
る
き

に
か

へ
る
中

に
し
も
ひ
と

り

つ
れ

な
き
和
歌

の
う
ら

な
み
い
せ

の
海

の
清
き
な
き
さ
に
い
ま
よ
り
は
わ
が
玉
と
す

る
玉

や
ひ
ろ

は
ん

此
三
首
破
門

の
せ

つ
の
詠
歌
之
趣
、
千
蔭
主

へ
御
申
遣
し
頼
入
候
。
和
歌

の
浦
な
み
ま

で
は
、
長
閑
社
中

の
遺
風
と
御
申
遣
し
頼
入
候
。

家

集
上
木

珍
重
貞
直

名
を
出

さ
れ
候

事
大
慶

と
可
申
候

趣
意

に
候

間
、
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必
々
無
遠
慮
御
書
載
出
板
頼
入
候
也
。

季

た
か
ぬ
し

貞
直

玉
案
下

長
閑
社
中
と
は
、
堂

上
風
の
歌
人

を
さ
し

て
い
ふ
。
長
閑

し
な
ど
い
ふ
事

を
常

に
お
ほ
く
よ
め
ば
也
。

家
集
上
木

と
は
千
蔭
家
集

に
、
富
小
路

の
御

名
を
載
た
り
し
を
、
か

の
破
門

の
さ
わ
ぎ
あ
り
し
か
ば
、

い
か
が
家
集
中

に
富
小
路

の
御
名
あ
る
を
除
く

べ
き
か
と

て
、
季
鷹

方
ま

で
千
蔭

よ
り
問

合
た
れ
ば
、
夫
を
富
小
路
殿

へ
申
た
り
と
見
え

て
、
此
御
答
あ
る
也
。

と

こ
ろ
で
貞
直

が
こ
の
書
簡

の
中

で
、
『
う
け
ら
が
花
』
出
版

に

つ
い
て
述

べ

て
い
る
こ
と

は
注
目

に
値
す

る
。
村

田
春
海

の
言

に
も
あ

る
よ
う

に
、
千
蔭
は

自
分

の
家
集

『
う
け
ら
が
花
』

に
、
貞
直
と
自
分

の
贈
答
歌
を
載
せ

て
出
版
し

た

(初
編

は
享
和

二
年
十

二
月
刊
行
)
。
し
か
し
、
貞
直
も
出
席
し

て
い
た
、
享

和

二
年
冬

に
行

わ
れ
た
慈
延
判

三
十
番
歌
合

が
、
地
下
歌
人
判

で
し
か
も
堂
上

地
下

が
同
席

し
た
歌
合

で
あ

っ
た
た
め
、
堂
上
歌
人

の
間

で
大
変
な
物
議
を
醸

し
、
出
席

し

て
い
た
堂
上
歌
人
達

が
皆
処

罰
さ
れ
る
と
い
う
事
件

に
ま
で
発
展

す
る
。

こ
の
事
件

の
噂
は
、
堂
上
歌

人

の
間
だ
け

で
は
な
く
、
江
戸

の
地
下
歌

人
達

に
ま

で
広
が
る
。
そ

の
事
件

の
詳
細
を
小

沢
藍
庵

の
門
人
小

野
勝
義

の
書

簡

に
よ

っ
て
知

っ
た
千
蔭
は

(『
織
錦
舎
随

筆
』
新
版

日
本
随
筆
大
成

第

一
期

第
五
巻

四
三
三
～
四
三
七
頁
)
、
地
下
歌
人

で
あ
る
自

分

の
家
集

に
、
貞
直

の
歌
と
名
を
挙
げ
た
形

で
出
版
し

て
し
ま

っ
た
と

い
う
事
が
、
貞
直

の
立
場

を

今

よ
り
も
も

っ
と
不
都
合

に
す

る
の
で
は
な

い
か
と
心
配
し
た

の
で
あ
る
。

そ

れ

で
、
自
分
と
貞
直

の
橋
渡
し
役

で
あ

る
季
鷹

に
、
貞
直

の
名
を
自
分

の
家
集

『
う
け
ら
が
花
』

か
ら
省

く
べ
き
か
ど

う
か
と

い
う
こ
と
を
相
談
し
た

の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
、
季
鷹
と
貞
直

は
大
変
気
心

の
知
れ

た
間
柄

で
あ

っ
た
よ
う

で
、

そ
の
相
談
ご
と
を
そ

の
ま
ま
貞
直

に
伝

え
た
ら
し
い
。
貞
直

は
そ
の
相
談

に
答

え
る
形

で
、
「
貞
直
名
を
出
さ
れ
候
事
大
慶

と
可
申
候
趣
意

に
候
間
、
必

々
無
遠

慮
御
書
載
出
版
頼
入
候
也
」
と
、
遠
慮

な
く
載

せ
る
よ
う
に
言

っ
た
の
で
あ
る
。

ま

た
貞
直

は
季
鷹
を
通
じ

て

『
万
葉
集
略
解
』

を
千
蔭

か
ら
送

ら
れ

て
い
る

が
、

こ
の
点

に

つ
い
て
は

(注
=
)
を
参
照
さ
れ
た

い
。

三
、
諸
本
と
来
歴

本
書

と
同
内
容

の
書
簡

が
岩
手
県
立
図
書
館

に

『
富
小
路
貞
直
翁
添
削
並
消

息
』

と
し

て
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は

『
村
田
春
海
本
居
大
平
問
答
』

に
付

さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
現
時
点

で
こ
の
資
料

は
静
嘉
堂
文
庫
本
と
岩
手
本
と

の

二
本
し
か
し
ら
な

い
。

静
嘉
堂
文
庫
本

は
巻
末

に

「右

一
冊
借
山
本
正
邦
主
蔵
本
課
宗
像
京
之
進
書

写
以
納
不
忍
文
庫
。
享

和
三
十

一
十

一
夜

一
校
畢
。
」
と
本
文
と

は
別
筆

で
奥
書

が
あ
り
、
さ
ら

に
裏
表
紙
見
返
し

に

「此
書

は
屋
代
先
生

の
所
蔵

せ
ら
れ
し
虜

な

る
が
今
年
は
か
ら
す
も
東

京

の
市

に
て
購

ひ
得

た
れ
ば
む
し
は
み
な
ど

つ
く

ろ
ひ

つ
ゴ
り
て
庫
中

に
を
さ
め
ぬ
。
明
治
十
五
年
十

一
月

【川
上
文
庫
】

(朱

印
)
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら

に
よ
れ
ば
、
本
書

は
屋
代

弘
賢

が
山
本
正
邦

所
蔵
本
を
借

り
て
、
宗
像
京
之
進
を
し

て
書
写
さ
せ
不
忍
文
庫

に
納

め
た
も

の

が
、
明
治
十
五
年

に
市
場

に
出

て
、
川
上
氏
が
購

っ
た
も

の
で
あ
る
。
「
川
上
文

庫
」
の
印
影

は
平
野
喜
久
代
編

『
蔵
書
印
集
成
』
(昭
和
四
十
九
年
)

に
載

る
も

の
と
等

し
く
、

そ
れ

に
よ

っ
て
川
上

は
川
上
広
樹
と

い
う

こ
と
が
知
ら
れ
る
。

屋
代

弘
賢

と
不
忍
文
庫

に

つ
い
て
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
山
本
正
邦
は
文

政

年
間
成
立

『詩

仙
堂
募
集
和
歌
』

(『
甲
子
夜
話
』
巻
八
十
二
所
収
)

に
和
歌

を

寄
せ
た
人
物
か
。
注
記

に

「
西
丸
小
十
人
頭

山
本
原
八
郎
」
と
あ
る
が
未
詳
。
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宗
像
京
之
進
も
未
詳
。
屋
代
弘
賢
門
人

に
宗
像
恕
輔
と

い
う
人
物
が

い
る

(『
名

家
伝
記
資
料
集
成
』
)
が
、
あ
る
い
は
関
係

が
あ

る
か
。
川
上
広
樹
は
本
姓
中

村

氏
。
号
春
山
。
足
利
藩
戸

田
氏

に
仕
え
、
維
新
後

は
藩

の
大
参
事
を
務
め
た
学

者
。
明
治

二
十
八
年
十

二
月

二
日
没
、
五
十
七
歳

(『
東
京
掃
苔
録
』
)
。
の
ち
に

こ
れ
が
松
井
簡
治

の
手

に
渡
り

(蔵
書
印
)
、
昭
和
十

一
年

に

一
括
し

て
静
嘉
堂

文
庫

に
収
め
ら
れ
た
。

岩
手
県
立
図
書
館
本

は
、
奥
書

に

「
文
政
癸
未
年
十
二
月
三
日
校
合

了
。

同

十

二
月
廿

四
日
再
校
了
。
文
政
八
乙
酉
年
三
月
廿
又
七
日
校
合
了
。
」
と
あ
り
、

全

て
奥
羽
盛
岡

の
南
部
家

の
士
黒
川
盛
隆

の
筆

で
あ
る
。
よ

っ
て
盛
隆

が
三
度

に
わ
た

っ
て
対
校
し
た

こ
と
が
わ
か

る
。
盛
隆

に

つ
い
て
は

「巖
手
縣
郷
土
叢

話
」

に
以
下

の
よ
う

に
あ

る
。

盛
隆

ハ
、
盛
岡

ノ
人
、
壮
年
江
戸

二
之
キ
、
加
藤

千
蔭
、
村

田
春
海
、
塙

保
己

一
等

ノ
門

二
入

リ
国
学

ヲ
修

メ
、
郷

二
帰
リ
門
生

ヲ
教

フ
、
業

ヲ
受

ク
ル
者
多

ク
、
藩

ノ
国
学
此

二
於
イ

テ
盛

ナ
リ
、
文
化

元
年
江
戸

ヨ
リ
京

都

に
之
キ
、
帰

リ
テ
用
人

ト
ナ
ル
、
十
四
年
八
月
、
御

即
位

二
際

シ
、
使

者

ト
ナ
リ
、
黒
川
玄
蕃
ト
号

シ
上
京

ス
、
藩
主
莞

シ
、

嗣
子
幼

ナ
リ
、
盛

隆
護

二
遇

ヒ
其
官

ヲ
免

セ
ラ
ル
、
文
政

四
年

ナ
リ
、
封
内

ノ
古
跡

ヲ
調
査

セ
ル
モ
ノ
、
旧
跡
遺
聞

ア
リ
、
藩
梅
内
祐

訓

二
命

ジ

テ
編
輯

セ

シ
メ
、
盛

隆

ヲ
シ
テ
之

ヲ
補
助

セ
シ
ム
、
而

シ
テ
僻
地
徴

ス
可
キ

ノ
古
書

ナ
シ
、
先

阪
牛
助
丁

ヲ
シ
テ
千
蔭
春
海
等

二
就

イ

テ
材
料

ヲ
求

メ
シ
メ
、

三
輪
秀
壽

ノ
玄
孫
秀
福
ト
相

謀
リ

テ
篇

ヲ
成

ス
、
盛
隆

ノ
力
多

シ
ト
錐
避

ケ
テ
名

ヲ

列

セ
サ
リ
キ
ト
云

フ
、
著

ス
所
盛
隆
歌
集

及
随
筆

ア
リ
、
盛
隆
学

二
篤

シ
、

嘗

テ
京
都

二
赴

ク
、
途
上

三
洲
宝
蔵
寺

ノ
東
照
宮

二
詣

テ
、
梅
花

ノ

一
両

輪
開
ケ

ル
小
枝

ヲ
折

リ
テ
歌

ヲ
詠

ス
、

日
ク

「言

の
葉

の
花

さ
き
匂
ふ
世

に
逢

は
ゴ
身

の
成
出

て
ん
事
を
思

は
じ
」
と
蓋
古
学

ヲ
唱

ヘ
ン
コ
ト

ヲ
祈

レ
ル
ナ
リ
、
文
政
十

二
年
十

二
月
没

ス
、
年
六
十
二

以
上

の
二
本

の
内
、

こ
こ
で
は
、
書
写
年
次
が
早

い
静
嘉
堂
文
庫
本

(
享
和

三
年
十

一
月
十

一
日
夜

一
校
畢
)
を
本
文

に
使

い
、
岩
手
県
立
図
書
館
本

(文

政
六
年

一
二
月

三
日
校
了
)

で
本
文

の
異
同
を
示
す
。

二
、
翻
字

(
一
)
書
誌

○
所
在

静
嘉
堂
文
庫

(写
本

一
冊
/
請
求
番
号

五
二
二
ー
二
ー
二
二
四

五

一
)。

○
書
型

半
紙
本
。
縦
二
○
糎
、
横

一
三
二
二糎
。

○
表
紙

共
表
紙
。
左
肩
に

「富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千
蔭
呈
書
」
と
直

書
。
な
お
茶
色
縦
刷
毛
目
模
様
の
鞘
表
紙
が
あ
り
、
そ
の
左
肩
の
子
持

枠
題
籏
に

「富
小
路
貞
直
卿
御
詠
歌
並
千
蔭
呈
書
」
と
あ
り
。

○
内
題

「享
和
元
年
八
月
富
小
路
三
位
殿
よ
り
消
息
に
て
加
筆
を
こ
ひ
給

へ
る
ま
ゝ
に
書
て
ま
ゐ
ら
せ
け
る
案
」

○
丁
数

本
文
八
丁
。

○
奥
書

「右

一
冊
借
山
本
正
邦
主
蔵
本
課
宗
像
京
之
進
書
写
。
以
納
不
忍

文
庫
。
享
和
三
十

一十

一
夜

一
校
畢
」
(八
丁
裏
)

「此
書
は
屋
代
先
生
の
所
蔵
せ
ら
れ
し
虜
な
る
が
今
年
は
か
ら
す

も
東
京
の
市
に
て
購
ひ
得
た
れ
ば
む
し
は
み
な
ど
つ
く
ろ
ひ
つ
ゞ

り
て
庫
中
に
を
さ
め
ぬ
。
明
治
十
五
年
十

一
月

(朱
筆
)

【川
上
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○
蔵
書
印

文
庫
】

(朱
印
)
」

(裏
表
紙
見
返

し
)

【
静
嘉
堂
蔵
書
】
【
松
井
蔵
書
】
【
不
忍
文
庫
】

(全

て
朱
陽
印
。

一

丁
オ

に
あ
り
)
/

【
川
上
文
庫
】
(朱
陽
方
印
。
表
紙
、
裏
表
紙
見

返
し

の
二
箇
所

に
あ
り
)

(
二
)
凡
例

一
、
漢
字

は
原
則
と
し

て
通
行

の
字
体

に
統

一
し
、
旧
字
体

・
異
体
字

の
類
は

現
行

の
表

記
に
改
め

た
。

一
、
ひ
ら
が
な
は
通
行

の
字
体

に
統

一
し
、
「
二
」
「
ハ
」
「
ミ
」
は
ひ
ら
が
な

に

改

め
た
。

一
、

踊
字

は
原
本

通
り
と
し
た
。

一
、

か
な
つ
か

い
は
元

の
ま
ま
と
し
、
濁
点

は
補

わ
な
か

っ
た
。

一
、
「
添
削
」
は
、
歌
題

・
詞
書
、
改
行

し
て
和
歌

二
行
書
、
改
行

し
て
千
蔭

の

批
評
と
続
く
が
、
わ
か
り
や
す
く
す
る
為

に
、
四
字

下
げ

て
歌
題

・
詞
書
、

改
行
し

て
和
歌

一
行
書
、
改
行
し

て
二
字
下
げ

て
千
蔭

の
批
評
と
い
う
形
式

で
翻
字
し
た
。

一
、
本
文
中

の
見
せ
消
ち

・
補
入

の
類
は
忠
実

に
再
現
し
た
。

一
、
虫
損

の
為
判
読
不
能

の
箇
所

は
口

で
示
し
た
。

一
、
丁
移

り
は
、
」

(
ー
オ
)

の
ご
と
く
示
し
た
。

一
、
岩
手
本

に
よ
り
そ
の
異
同
を
示
し
た
。

一
、
注
記

に
は

(注
1
)
の
ご
と
く
番
号
を
付
し
た
。

(
三
)

本

文

〔岩
〕富
小
路
殿
寄
加
筆
並
消
息
。
享
和
兀年
八
月
廿
三
日
来
、
同
晦
日
御
答
ま
ゐ
ら
す
。

享

和

元
年

八
月

、

富

小

路

三
位

殿

よ

り
消

息

に

て
加

筆

を

こ

ひ
給

へ
る
ま

ゝ

に

書

て
ま

ゐ

ら

せ

け

る
案

。

春
山
成
興

貞
直

唐
人

の
夢

や
有
明

の
月
ま
ち

て
梅
さ
く
山

に
旅
ね
し
ち
し
か

(注
1
)

く

〔岩
〕夢
や
在
と
は

〔岩
〕か
の
羅
浮
の

夢

や
在
明
と
侍
る

は
羅
浮

の
美
人

の
事

に
侍

へ
け
れ
と
、

ゆ
め
や
有
明

と

は

つ
ゝ
き
難
く

や
侍
ら
む
。

い
に
し

へ
の
美
人

の
い
ま
も
あ
り
や
と
い
ふ

意

に
て
在
と

よ
ま

せ
給

へ
る
に
や
と
も
お
ほ
え
侍
れ
と
詞
た
ら
す
や
。

さ

〔岩
〕ま
て
に
は

ほ
と
ま
て
は
」
(
一
丁
オ
)
き

ゝ
と

り
か

た
く
な

ん
。
夢
は
た

ゝ
見
る
と

の

み
い
ひ
な
れ
た
れ

は
、
夢

や
み
山

の
月
ま
ち

て
と
し

て
末
を
梅
さ
く
陰

に

た
ひ
ね
し
て
し
か
な
と
侍

る

へ
く

や
。

同
し
日
敦
光

の
左
近
将
監

(注
2
)
の
山
荘
を
と

ひ
て

〔岩
〕す
、
な

え
も

い
は
ぬ
色

に
い

つ
し
か
な
り
に
け
り
す

み
れ
花

さ
く
春

の
山
里

〔岩
〕春
色

す

ゝ
な
咲

こ
ろ

の
山
里

の
春

の
色

の
え
な

ら
ぬ
け
し
き
見

る
計

に
は
侍
れ

と
、

い
さ

ゝ
か

一
二

の
御

句
事

た
ら
ぬ
や
う
に
や
侍

ら
ん
。
」

(
一
丁

ウ
)

〔岩
〕
御
は
し
書

甲
斐
権
守

(注
3
)
さ
く
ら

の
枝

を
云
く
聞
え
し
返

し

き

こ
え
し
き

こ
ゆ
る
と
は
人

に
封
し

て
は
い

へ
と
、
人

よ
り
わ
れ

へ
む
か

ひ
て
い
ふ
事
を

み

つ
か
ら
聞
え
と
は
申
か
た
し
。

こ
は
宣
長

か
玉
霰

に
も

は
や
く
申
侍

り
き

(注
4
)。
け

に
も
物
語

の
詞

の
例

み
な
し
か
り
。

吐
屑
苓

(注
5
)
に
て
尋
花
と

い
ふ
事
を

心
あ

て
に
枝
折

し
あ

と
を
分

み
れ

は
み
山
も
花

に
道
は
有
け
り

〔岩
〕御
寄

申
む
ね
侍

ら
す
。

さ
て
こ
は
事

の

つ
い
て
に
申
侍
る
。
」

(二
丁
オ
)
栞
を

後
世

枝
折

と
か
き
侍

れ
と
音
訓

つ
ら
ね

い
ふ

へ
く
も
侍
ら
す
。
し
を
り
は

標
折
な
ら
ん
と
先
師
真
渕

は
申
侍

り
き
。
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本
居
宣
長
か
た

ひ
の
屋
と
り
を
と
ふ
ら
ひ

て

開
木
代

の
と
は

に
か

つ
き

て
伊
勢

の
海

の
玉

の
光

に
わ
れ
も
あ
え
は
や

(注
6
)

肖

は
や
と

い
ふ
詞

い
か

ゝ
侍
ら

ん
。

あ
え
な

ん
と
あ

ら
ま

ほ
し
き
詞

な

り
。

嶺
照
射
」

(二
丁

ウ
)

と
も
し
さ
す
そ
な
た

の
木

の
間
雲
消

て
ほ
り
け
み
え
す

く
み
ね
の
松
原

木

の
ま
と
侍
る
も
松
原
の
木

の
間

に
は
侍

ら
す

や
。

さ
は
其
松

の
木

の
間

の
雲

の
消

て
、
と
も
し
の
火
か
け

の
見
え
す
く
と
い

へ
る
こ
と

わ
り
さ
た

か
な
ら
す
や
侍
ら
ん
。

こ
れ
は
そ
な
た
の
み
ね
の
雲
消

て
ほ
か
け
み
え
す

く
松

の
む
ら
立

な
と
侍

ら
は
お
な
し
ほ
と
の
事

な
か
ら
こ
と

わ
り
き

こ
え

侍
る

へ
く
や
。

中

宮

権

大

進

(注
7
)
の
花

あ

や

め
を

た

う

ひ

て

言

の
は

の
露

の

な

さ

け

も

か

け

て

み

よ
」

(
三
丁

オ
)

こ
れ

も

よ

と

の

ゝ
草

の
名

な

れ

や

と

あ

り

し

返

し

〔岩
〕是
や
此
よ
と
の
ゝ
あ
や
め
う
つ
し
こ
し
物
い
ふ
花
と
こ
ゝ
ろ
引
る
れ

こ
れ

や

こ

の
よ

と

の

ゝ
あ

や

め

う

へ
し

こ
そ
物

い

ふ
花

と

こ

ゝ
ろ

ひ
か

る
な

四

の
御

句

う

け
給

は

り

え
侍

ら

す
。

嶺
雲

こ

ゝ
う
な
き
こ

ゝ
う
も
見

え
て
夕

日
か
け
た
か

ね
を
出

る
雲

の
ひ
と
む
ら

〔岩
〕タ
日
影
云
云

夕

日
か
け
た
か
ね
云
く
と

は

つ
ゝ
き
か
た
く
や
侍
ら

ん
。
夕

日
さ
す
な
と

侍

る

へ
く
や
。
」

(
三
丁

ウ
)

こ
れ
か

れ
と

ふ
ら

ひ
し

日
五
月
雨

の
碍
よ
み
侍
り
し

に
、

い

へ
の
あ

れ
わ

た
り
け

る
を
な
け
き

て

と

ゝ
の

へ
て
ふ
る
ま
し
も

の
を
さ
み
た
れ

て
軒

の
あ
や
め
を
も
る
か
わ
ひ
し
さ

く

〔岩
〕な
と
も
侍
ら
ん
か

御
初
句
猶
侍

る

へ
く
や
○

こ
ゝ
う
し

て
な
と
侍
ら
ん
。

里

梅

れ

〔岩
〕を

枝

た
か

み
を
ら

ぬ
花
も
家

つ
と

ゝ
挟

に
し
む
る
里

の
梅

か

ゝ

一
わ

た
り
御
寄

は
き

こ
え
侍
れ
と
里
と

い
へ
る
」
(
四
丁
オ
)
せ
ん
も

き
こ

え
侍
ら
す

や
。
野

に
も
山

に
も
ふ
れ
ぬ

へ
く
や
侍

ら
ん
。

〔岩
〕柳
桜
交
枝
交
か

飛
鳥
井
中
納

言

(注
8
)
の
家

の
月
次

に
柳
桜

口
枝

と
い
ふ
事
を

立
な
ら
ふ
袖
も
色
そ
ふ
鞠

の
庭

の
柳
桜

の
春

の
ゆ
ふ
は
え

〔岩
〕御
家
か
く
に
は

御
家
か
ら

に
こ
と

に
お
も
し
ろ
く
承
り
ぬ

(注
9
)

右

の
ほ
か
十
五
首

の
御
寄

い
さ

ゝ
か
も
申
旨
侍

ら
す

〔岩
〕橘
千
蔭
謹
申
す

橘
千
蔭
申
す
」

〔岩
〕答
ま
ゐ
る

富
小
路
三
位
貞
直

卿

へ
答

た

て
ま

つ
る
文

(
四
丁

ウ
)

〔岩
〕さ
月
の

庫
〔岩
〕文
屋
に
ーー
〔岩
〕上
橋
行
教

過

つ
る
さ
月
廿

二
日

の
御
書
、
検
校
保
己

一
か
文
座

に
住

る
大
橋
行
教

(注
-o
)

か
も
と

へ
下
し
給

へ
る
を
、
行
教
久

し
く

や
み
侍

り

つ
と

て
、
此
月
廿
三

日
に

な
む
も

て
来

り
侍

る
を
先

つ
ゝ
し
み
て
ひ
ら
き
見
奉

り
ぬ
。
さ
き

に
萬
葉
略
解

〔岩
〕奉
れ
る

十

一
の
巻
ま

て
季
鷹

し
て
奉

れ
る

(注
11
)
を
御
覧

せ
さ
せ
給

へ
り
と

て
か
し

こ

き
お
ほ
せ

こ
と

ゝ
も
か
し
き
ま
り
う
け
給

り
侍

る
。
も
と
よ
り
彼
書
、
千
蔭
等

か
み
し
か
き
さ
え
に
し
て
と
き
明
め
む

は
お
ふ
け
な
き
わ
さ
な
る
を
し

ひ
て
も

の
し
侍

れ
は
た
ら
は
ぬ
事

の
み
に
て
」
(五
丁

オ
)
侍
れ
と
た

ゝ
御
ぬ
り

こ
め

の
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か
た

へ
に
た
に
お
か

せ
給

は

ゝ
千
蔭
か

ほ
い
か
な

ひ
侍
ら
ん
と

て
奉
り

つ
る
を

ふ
か
く
め
て
さ
せ
給

へ
る
は
い
と
も

く

か
た
し
け
な
き
わ

さ
に
こ
そ
侍
れ
○

〔岩
〕侍
れ
は
猶
奉
る
へ
し

〔岩
〕又

十

二
よ
り
十
六

の
巻

ま
て
文

た

ゝ
し
を

へ
侍
ら

は
奉

る

へ
し
。
十
三

・
十
四

・

十
六

の
巻

な
と
・

こ
と
に
と
き
か
た
き
事

と
も
あ
ま

た
侍

り
て
・

い
と

ー

囑

い
ま
た
し
き
事

ま
だ
き
事

に
は
侍

れ
と
猶
後

の
か
う
か

へ
を
ま
た
む

た
め
に
お
と

ろ
か
し
お
き

侍
る

の
み
な
り
。

い
せ
人
宣
長
都

へ
ま
う
の
ほ
り
侍

り
て
ふ
る
き
書

・
物
語
な

〔岩
)や
と
り
ま
て
も

と

よ
み
と
き
侍

り

て
や
ん

ご
と
な

き
御

わ

た
り

へ
も

め
さ
れ
旅

の
や
と

り
」

(五
丁

ウ
)
ま

て
し

の
ひ

に
訪

は
せ
給

へ
る
よ
し

(注
12
)
は
た
よ
り
に

つ
け
て
〔岩
〕

き

ゝ
わ
た
り
侍
り

て
、
千
蔭
お
な
し
ま
な
ひ

の
事

に
し
侍
れ
は
い
と
も
く

よ

ろ
こ
ひ
侍
り
ぬ
。
千
蔭
も

い
か

て
ま
う

の
ほ
り

て
よ
な
と
お
ほ
せ
給

ふ
な
ん
か
〔岩
〕

し

こ
み

う

け

給

り

侍

る
○

さ

ら

す

と

も

都

へ
ま

う

の
ほ

り

侍

ら

ま

く

お

も

ひ

わ

わ
た
り
つ
る
事

〔岩
〕か
く
か
く
に

た

り

つ
る

は
わ

か

ゝ
り

し

よ
り

の
ね

き

こ
と

に
侍

し

を

、

と

に
か

く

に
か

ゝ

つ

ら

ふ
事

の

み
侍

る

ほ
と

に
、

や

ゝ
と

し

高

く

な

り

も

て
行

侍

り

て
か

し

こ
き

山

〔岩
〕
こ
え
ぬ
へ
き
と
心
も

河
を

こ
え
ぬ

へ
き
利
心
も
な
く
な

り
侍
れ

は
、
た

ゝ
い
た

つ
ら

に
年
月
を
す
く

〔岩
〕
ひ

た

い
侍

り

ぬ
。

宣

長

へ
の
御

お

く

り

こ
と

」

(六

丁

オ
)

へ
の
御

吾

、

其

外

く

さ

〔岩
〕「さ
せ
」ナ
シ

く

く

(注
13
)
み
せ
さ
せ
給

ひ
て
千
蔭

か
お
も

ふ
心
を
か
く

さ
は
す
申
奉
れ
と

の

お
ほ
せ
こ
と
か
し

こ
ま
り
う
け
給

り
侍

る
。
大
か

た
世

の
人

の
さ
か
わ
れ

は
わ

〔岩
〕「こ
と
に
」ナ
シ

れ
な
り
と

て
あ
た
し
人

の
こ
と
は
き

ゝ
も
い
れ
ぬ
な
ら
ひ
に
て
こ
と

に
や
ん
ご

と
な
き
わ
た
り
に

て
は
、

か
す

に
も
あ
ら
ぬ
も
の

ゝ
あ

け

つ
ろ
ひ
な
と
、
と

は

せ
給
ふ
事
は

ひ
た
ふ
る

に
な
き
事

な
る
を

〔岩
〕君

若

よ

に

こ
と

な

る

御

こ

ゝ
ろ

お

き

て

に

て
か

く

ね

も

こ
ろ

に

の

た

ま

ひ

お

こ

せ

〔岩
〕そ
む
き
奉
る

〔岩
〕中
く

に

給
ふ
を
た

ゝ
か
し

こ
し
と

て
も
た
し
侍
ら
ん
は
中

く

御

心
に
そ
む
き
な
る

へ

き
」
(六
丁

ウ
)
事
な
れ
は
、
い
と
も
く

か
し

こ
け
れ
と
、
千
蔭

か
お
も
ふ
心

を
な

ん

つ
は
ら

に
し
る
し

て
奉
る
。
し
か
は
あ
れ
と
罪
さ
り
所

な
く
な
む
。

さ

て
の
り
長

は
ふ
る
き
書
と
も
を
見
わ
た
し
侍
り

て
古
し

へ
わ
き
か
た
か
り
し
事

と
も
を
と
き
あ
き
ら
め
、
後

の
世

に
寄

に
文

に
あ

や
ま
り
来
れ

る
事
を
た

ゴ
せ

る
は
、
わ
か
師
か
も

の
真

渕

に

つ
ゝ
き
て
は
ま
た
ふ
た
り
と
も
侍

ら
ぬ
を

い
か

〔岩
〕門

な
る
事

に
か
寄

の
事
は

一
つ
の
竹
を
た

て
侍

り
て
古
風

・
近
躰
な
と

よ
み
わ
け

体
か

侍
り

て

(注
14
)、
古
風
と
お
も

へ
る
は
上

つ
代

の
し
ら

へ
よ
か
ら
ぬ
を
も
と

り
、

近
躰
と

て
は
い
た
く
」
(七
丁
オ
)
く
た
れ
る
世

の
さ
ま
を
も
と
り
て
よ
き

ほ
と

の
所
を
と
れ
る

は
ま
れ

に
な
ん
き

こ
え
侍
る
。

こ
は
千

蔭
う

べ
な
ひ
侍

ら
さ
る

〔岩
〕
「も
」
ナ
シ

所
也
。

千
蔭

は
た

ゝ
古
風

に
も
ま

れ
近

躰

に
ま
れ
し

ら

へ
よ
き
葛

を
師
と

し

術
か

て
、

さ
て
お
の
か
思

ふ
心

の
ま

ゝ
を

い
ひ
い
て
ん
事
を
な
む
心
と
は
し
侍

る
。

さ
て
こ
そ
よ
く
も
わ

ろ
く
も
お

の
か
寄
と

い
ふ
も

の
に
は
侍
る
め
れ
。
古

風
近

躰

な
と
殊
更

に
似

せ
ん
と
か
ま

へ
て
よ
む
は
た

ゝ
物
を
た

ゝ
似
す
る

の
み

に
て

お
の
か
物

と
い
ふ

へ
く
も
侍

ら
す

や

(注
15
)。

こ
は
め

つ
ら
し
け
な
き
あ
け

つ

ろ
ひ
と
や
き

こ
し
め
し
給

ふ
ら
ん
と

は
お
も

ひ
給

へ
」
(七
丁

ウ
)
ら
る

ゝ
も

の

〔岩
〕門
に

か
ら
宣
長

と
お
な
し
こ
と

に
ま
な

へ
る
か
ら

に
寄

の
事
も
同
し

こ
ゝ
う
そ
と
お

ほ
し
く
ま
せ
給

ふ
ら
ん
と
て
こ
と
わ
き

て
申
奉

る
也
。
か
く
申
奉
る
は

い
と
も

く

な
め
け
な
る
わ
さ
に
は
侍

れ
と
い
は
て
た

ゝ
に
や
と
お
も

ひ
お

こ
し

て
申

奉
る
。
御
寄

の
さ
ま
は

い
と
く

お
ほ
と
か

に
み
や
ひ
に
し

て
く
た
れ
る
世

の

事
せ
き
さ
ま
は

い
さ

ゝ
か
も
侍
ら
す
。

こ
は
常

に
千
蔭
か

ね
き
お
も

ふ
所

に
な

ん
侍
る
。
く
さ
く

の
た
ま
ひ
お

こ
せ
給

ふ
事
と
も
心

に
し
み
て
玉

の
を

の
か

き
り
わ
す
る

へ
く
も
侍
ら
す
。
か
し

こ
ま
り
聞
奉

ら
ん
は
筆
か
き

り
あ
り

て
な

〔岩
〕奉
ら

む
。
猶
申
奉

り
」
(八
丁

オ
)
ま
ほ
し
き
事

も
侍

れ
と
山

の
井

の
あ

さ
ら
か
な

る

ら
か

〔岩
〕と
て

こ

ゝ
ろ

の
う
ち

は
く

み
し
ら
せ
給

ふ

へ
き
事

な
れ

は
、

さ
の
み

は
と

か
く
な

む
。

よ
く
と

り
て
き

こ
え
上
さ
せ
給

へ
。

あ
な
か
し
こ
。

八
月
廿
八

日

橘

千
蔭

御
か
た

へ
ま

て
こ
た

へ
奉
る
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右

一
冊
借
山
本
正
邦
主
蔵
本
課
宗
像
京
之
進
書
写
。
以
納
不
忍
文
庫
。
享
和
三

十

一
十

一
夜

一
校
畢
○」
(八
丁
ウ
)

此
書
は
屋
代
先
生

の
所
蔵
せ
ら
れ
し
庭
な
る
が
今
年

は
か
ら
す
も
東
京

の
市

に

て
購

ひ
得
た
れ
ば
む
し
は
み
な
ど

つ
く
ろ
ひ

つ
ゞ
り
て
庫
中

に
を

さ
め

ぬ
。

明
治
十
五
年
十

一
月

朱
印

【
川
上
文
庫
】

注

(1
)
こ
の
歌
は
、
富
小
路
貞
直
の
家
集

『正
二
位
貞
直
卿
詠
草
』
(天
理
大
学
附
属
天
理

図
書
館
蔵
)
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

寛
政
十

一
正
月
十
八
日
洞
中
御
会
始

春
山
成
興

へ
む
ら
消
の
雪
も
ゆ
た
か
に
匂
ふ
也
み
や
こ
の
ふ
し
の
か
す
む
は
つ
春

唐
人
の
夢
や
有
明
の
月
ま
ち
て
梅
咲
山
に
た
ひ
ね
し
て
し
か

合
点
が
附
さ
れ
て
い
る
方
の
歌
は
、
『公
宴
御
会
和
歌
』
(宮
内
庁
書
陵
部
蔵
。
寛
政

三
年
か
ら
文
化
十
年
に
か
け
て
仙
洞
で
催
さ
れ
た
御
会
の
記
録
)

の
寛
政
十
三
年

正
月
十
八
日
和
歌
御
会
始
に
出
詠
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
貞
直
が
千
蔭
に
歌
の

添
削
を
受
け
て
い
る
の
は
、
仙
洞
御
会
に
出
詠
さ
れ
て
い
な
い
「唐
人
の
…
」
の
方

の
歌
で
あ
る
。

な
お

『
公
宴
御
会
和
歌
』
に
よ
れ
ば
寛
政
十

一
年
の
洞
中
御
会
始
の
題
は
、
「
霞

遠
山
衣
」
で
あ
り
、
家
集
中
の

「寛
政
十

一
年
」
は
寛
政
十
三
年
の
誤
り
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

(
2
)
富
敦
光
。
号
土
卵
、
俳
譜
三
昧
堂
、
狼
狽
窟
。
本
姓
下
毛
野
氏
。
近
衛
府
の
随
身
。

従
五
位
下
に
至
る
。
東
山
に
狼
狽
窟
を
営
み
、
寛
政
か
ら
文
化
に
か
け
て
京
都
で

活
躍
し
た
。
「連
々
呼
」
と
い
う
雑
俳
の

一
体
を
あ
み
出
し
、
当
時
如
泥
と
号
し
て

上
方
俳
書
に
序
を
寄
せ
て
い
た
貞
直
に
つ
い
で
名
の
売
れ
た
存
在
だ
っ
た
。

役
者

と
の
交
際
を
好
み
、
役
者
の
門
人
も
多
い
。
宝
暦
九
年
五
月
二
十
六
日
生
、
文
政
二

年
九
月
十
七
日
残
、
享
年
六
十

一
。
[参
考
文
献
]
中
野
三
敏

「東
山
狼
狽
窟
主
人

土
卵
ー

化
政
期

一
京
紳
の
風
流
生
活
=

」
(神
保
五
弥
編

『江
戸
文
学
研
究
』

新
典
社
)。

(
3
)
賀
茂
季
鷹
。
本
姓
山
本
。
号
雲
錦
亭
、
生
山
。
上
賀
茂
神
社
の
神
官
。
堂
上
派
地
下

歌
人
。
狂
歌
、
書
等
も
能
く
す
る
。
初
め
有
栖
川
職
仁
親
王
の
も
と
で
学
び
、
江
戸

に
遊
学
し
て
後
、
荷
田
御
風
に
就
く
。
こ
の
遊
学
中
、
三
島
自
寛
、
加
藤
千
蔭
、
村

田
春
海
等
と
交
遊
。
寛
政
五
年
、
養
父
季
栄
の
死
に
よ
り
帰
京
。
当
時
京
都
の
雅
文

壇
に
大
き
な
影
響
力
を
持

っ
て
い
た
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
主
催
の
歌
会
に
出
席

し
、
ま
た
地
下
で
あ
り
な
が
ら
近
衛
家
の
歌
会
に
も
出
詠
し
て
い
る

(『雲
錦
翁
家

集
』)
。
富
小
路
貞
直
と
は
親
交
が
深
く
、
貞
直
邸
で
催
さ
れ
た
当
座
歌
会

(『正
二

位
貞
直
卿
詠
草
』
)
や
、
連
歌
の
会

(『雲
錦
翁
家
集
』
)
な
ど
に
参
加
し
、
贈
答
歌

も
多
い
。
江
戸
の
千
蔭
と
京
都
の
貞
直
の
仲
介
を
し
た
の
も
季
鷹
で
あ
る
。

季
鷹
は
、
土
岐
武
治

「賀
茂
季
鷹
の
生
涯
と
学
統
」
(『花
園
大
学
研
究
紀
要
』
二

号
)
に
よ
れ
ば
、
天
明
六
年
十
二
月
十
九
日
甲
斐
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
化
二
年
四

月
七
日
安
房
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
ま
で
甲
斐
権
守
を
名
乗

っ
て
い
る

(山
本
家
の
口

宣
案
)
と
い
う
。
貞
直
の
書
簡
が
出
さ
れ
た
の
が
享
和
元
年
五
月
二
十
二
日
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
甲
斐
権
守
は
季
鷹
で
あ
る
。

季
鷹
は
、
宝
暦
四
年
二
月
六
日
生
、
天
保
十
二
年
十
月
九
日
残
、
享
年
八
十
八

(『賀
茂
氏
惣
系
図
』)
。

〔参
考
文
献
〕
高
橋
貞

一
「
賀
茂
季
鷹
の
没
年
齢
と
そ
の
蔵
書
」
(『
京
都
市
立
西
京

高
等
学
校
研
究
紀
要

・
人
文
科
学
』
四
号
)、
丸
山
季
夫

『国
学
史
上
の
人
々
』
等
。

(4
)
本
居
宣
長
の

『玉
あ
ら
れ
』
(寛
政
四
年
刊
)
文
の
部
に
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

き
こ
ゆ

人

に
物
申
す
を
、
闘

ゆ
と
い
ふ
こ
と
あ

り
、
そ
は
も

と
、
我
よ
り
上
な
る
人

に
申

す

こ
と
な
る
故

に
、

た
と

ひ
同
輩
ど
ち

の
間

に
て
も
、

い
ふ
方

よ
り
あ
な
た
を

敬

ふ
語

に
用

る
詞
也
、
昔

の
物
語
な
ど

に
い
と
多
し
、
見

て
知

べ
し
、
又
た
ゞ
詞
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の
下

に
附

て
い
ふ
事

も
有
、

た
と

へ
ば
懸

き
こ
ゆ
待
き

こ
ゆ
な
ど

の
ご
と
し
、

こ
は
慧
奉

る
待

奉
る
の
輕

き
に
て
、

俗
言

に
懸
申
す
待
申
す
な
ど
、

申
す
と

い

ふ
こ
と
を
付

て
い
ふ
と
同
じ
、

こ
れ
も
あ
な
た
を
敬

ひ
た
る
詞
也
、

然

る
に
近

き
こ
ろ

の
人

の
文
共
を
見
る
に
、

我
方

へ
人

の
い
ひ
お
こ
せ
た
る
こ
と
を
某
が

許
よ
り
し
か
く

き

こ
え
け
れ
ば
、
な
ど
か
く
は
、
い
み
し
き

ひ
が

こ
と
也
、
さ

や
う
に
人
の
我
に
い
ふ
を
、
聞
ゆ
と
い
ひ
て
は
、
み
つ
か
ら
己
を
う
や
ま
ふ
也
、

い
と
を
か
し

(下
略
)
(『
本
居
宣
長
全
集
』
第
五
巻
)

(
5
)
慈
延
。
字
は
大
愚
。
吐
屑
庵
は
別
号
。
天
台
僧
。
俗
姓
塚
田
氏
。
儒
学
者
塚
田
大
峯

の
弟
。
澄
月
、
小
沢
藍
庵
、
伴
蕎
険
と
共
に
平
安
和
歌
四
天
王
と
称
さ
れ
る
。
冷
泉

為
村
門
で
あ

っ
た
が
、
享
和
二
年
十

一
月
、
廣
幡
前
秀
主
催
で
堂
上
と
地
下
が

一

堂
に
会
し
た
三
十
番
歌
合
に
判
者
と
し
て
出
席
し
た
こ
と
が
原
因
で
冷
泉
家
を
破

門
さ
れ
る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「
享
和
期
京
都
歌
壇

の
一
側
面
ー

大

愚
歌
合

一
件
を
通
し
て

」
(「近
世
文
芸
」
六
十
二
号

平
成
七
年
)
参
照
。

な
お
、
貞
直
や
季
鷹
が
そ
う
で
あ

っ
た
よ
う
に
、
当
時
京
都
の
雅
文
壇
に
大
き

な
影
響
力
を
持
ち
有
力
地
下
歌
人
を
集
め
て
歌
会
を
開
い
て
い
た
妙
法
院
宮
真
仁

法
親
王
の
許
に
も
出
入
り
し
て
い
た

(『
錦
西
随
筆
』
東
京
都
立
中
央
図
書
館
加
賀

文
庫
所
蔵
)
、
稿
本

『六
帖
詠
草
』
(新
日
吉
神
社
虐
庵
文
庫
所
蔵
)
春
七
な
ど
に
よ

る
)
。
ま
た
、
貞
直
が
吐
屑
庵
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
は
、
『正
二
位
貞
直
卿
詠

草
』
に

「寛
政
八
三
十
八

吐
屑
庵
神
影
供
和
歌
」
と
詞
書
が
あ
る
こ
と
等
か
ら
わ

か
る
。
寛
延
元
年
生
、
文
化
二
年
七
月
八
日
残
、
享
年
五
十
八
。

(6
)
「宣
長
か
た
ひ
の
や
と
り
」
と
は
、
京
都
四
条
通
東
洞
院
西

へ
入
町
南
側
、
枡
屋
五

郎
兵
衛
借
座
敷
。

享
和
元
年
三
月
晦
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
滞
在
し
、

『源
氏
物

語
」
『万
葉
集
』
『大
祓
詞
」
等
を
講
釈
す
る
。
地
下
門
人
だ
け
で
は
な
く
、
堂
上
諸

家
も
こ
こ
で
講
釈
を
聴
い
た
。

宣
長
の
『享
和
元
年
上
京
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
貞
直
が
初
め
て
宣
長
の
も
と
を
訪

れ
た
の
は
五
月
二
日
で
あ
り
、

そ
の
時
に
詠
ん
だ
と
思
わ
れ
る
本
文
中
の
歌
は
、

村
田
平
樹
著

『
玉
の
な
つ
ぎ
』

に
は
以
下
の
よ
う
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

富
小
路
新
三
位
殿
の
、
は
し
め
て
宣
長
か
四
條
の
や
と
り
を
と
ふ
ら
ひ
に
お

は
し
ま
し
て
よ
み
給
へ
る

山
城
の
と
は
に
か
つ
き
て
伊
勢
の
海
の
玉
の
ひ
か
り
に
我
も
あ
は
は
や

(『本
居
宣
長
全
集
』
別
巻
三
)

(
7
)
日
野
資
愛
。
号
南
洞
、
儀
洞
。
天
明
二
年
十
月
二
十
五
日
三
歳
で
従
五
位
下
に
叙
さ

れ
、
寛
政
四
年
十
二
月
二
十
四
日
十
三
歳
で
元
服
、
昇
殿
を
ゆ
る
さ
れ
る
。
中
宮
権

大
進
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
は
寛
政
十

一
年
三
月
十
六
日
二
十
歳
の
時
で
、

こ
の
書
簡

の
出
さ
れ
る
二
年
ほ
ど
前
で
あ
る
。

貞
直
が
千
蔭
に
書
簡
を
出
し
た
享
和
元
年
五
月
二
十
二
日
は
、

本
居
宣
長
が
上

京
し
四
条
の
旅
宿
で
講
釈
を
し
て
い
る
最
中
で
あ

っ
た
が
、
資
愛
も
貞
直
と
同
じ

く
堂
上
で
あ
り
な
が
ら
宣
長
の
も
と
に
通
い

『万
葉
集
』
「大
祓
詞
」
「出
雲
神
賀
」

等
の
講
釈
を
聴
い
て
い
る
。

日
野
家
は
も
と
も
と
歌
道
の
家
で
、

父
資
矩
と
と
も
に
宮
廷
歌
会
に
出
詠
し
て

い
た
が
、
享
和
二
年
の
大
愚
歌
合
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
父
子
と
も
に
勅

点
を
差
留
め
ら
れ
宮
廷
歌
会

に
出
詠
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
る

(前
掲
拙
稿
参

照
)
。
小
宮
山
楓
軒
の

『懐
宝
日
札
』
文
化
八
年
の
項
に
も

「
今
ノ
日
野
殿
ハ
考
索

家
、
和
歌

ハ
関
白
殿

ヨ
リ
禁
ゼ
ラ
ル
」
(『随
筆
百
花
苑
』
第
三
巻
)
と
あ
り
、
以
後

は
宮
廷
歌
会
に
は
出
詠
し
て
い
な
い
。

貞
直
と
は
、
先
に
述
べ
た
享
和
元
年
の
宣
長
の
講
釈
、
享
和
二
年
の
大
愚
歌
合

等
行
動
を
共
に
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
が
、
『正
二
位
貞
直
卿
詠
草
』
、
『
蘭
漢
鯨
香

集
』
(香
川
大
学
神
原
文
庫
所
蔵
)
に
み
え
る
歌
や
文
の
贈
答
等
か
ら
も
親
密
な
交

遊
ぶ
り
が
う
か
が
わ
れ
る
。
安
永
九
年
十

一
月
二
十
二
日
生
、
弘
化
三
年
三
月
二

日
残
、
享
年
六
十
七
。

(
8
)
飛
鳥
井
雅
威
。
雅
重
卿
の
男
と
し
て
宝
暦
八
年
十
二
月
十
六
日
生
、
文
化
七
年
七
月

二
十
七
日
残
、
享
年
五
十
三

(『公
卿
補
任
』)
。

(
9
)
飛
鳥
井
家
は
代
々
和
歌

・
蹴
鞠

・
書
道
の
家
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
「御
家
か
ら
に
こ

と
に
お
も
し
ろ
く
承
り
ぬ
」
と
い
う
千
蔭
の
評
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

貞
直
は
飛
鳥
井
家
の
門
人
で
、
月
次

・
当
座
歌
会
に
出
詠
し
て
い
た
が
、
大
愚

歌
合
に
参
加
し
た
こ
と
か
ら
、
享
和
三
年
飛
鳥
井
家
を
破
門
さ
れ
る
。

(
10
)
稲
山
行
教
か
。
小
宮
山
楓
軒

『懐
賓
日
札
』
(『随
筆
百
花
苑
』
第
三
巻
)
の
文
化
八
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年

の
項

に

「○
塙
塾
生
稻
山
権
四
郎

ハ
、
辻
橋
民
部
丞

ト
云

ヒ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。
二
度

迄
退
ケ

ラ
レ
シ
モ
ノ
ナ
リ
。

死
後

二
名

モ
ア
ラ
バ
レ
、

病
氣

ニ
テ
位

記
返
上

ト
云

フ
、
筆
記

ア
リ
ト
云

フ
」
と
あ
る
。

稲
山
行
教
は
、
稲
山
平
蔵
。
名

を
権

四
郎
、
平

三
と
称

す
。
平
氏
。
塙
保
己

一
の

門
人
で
、
伏
見
宮
家

に
秘
蔵
さ
れ

て
い
た

『
日
本
後
紀
』
の
残
欠
本
第
五

・
八

・
十

二

・
十
三

・
十

四

・
十
七

・
二
十

・
二
十

一
・
二
十
二

・
二
十
四

の
計
十
巻
を
見

出

し
、
同
家

の
雑
掌

に
取
り
入

っ
て
写
し
取
る
。
『
日
本
後
紀
』

は
応
仁

・
文
明

の

戦
乱

の
頃

に
散
逸

し
、

そ
の
後
久

し
く
世

に
顕

れ
て
い
な
か

っ
た
が
、

行
教

の
働

き
に
よ
り
塙
本
と

し
て
寛
政
十

一
年
、

享
和

二
年

に
二
回

に
わ

た

っ
て
刊
行

さ
れ

た
。
文
化
二
年
六
月
二
日
残

(斎
藤
政
雄

「塙
保
己

一
並
び

に
門
人

の
和
歌
」
「温

故
叢
誌
」
第

四
十
八

号
、
森
銑
三

「物
語
塙
保
己

一
」
『森
銑

三
著

作
集
」
第
七
巻
)。

「稲
山
行
教
遺
稿
」
と
表
紙

に
墨
書

さ
れ
た

『公
卿
補
任
年
月
部
類
』
全
十
二
冊

が
内
閣
文
庫

に
所
蔵
さ
れ

て
い
る
。

(
11
)
貞
直

が
賀
茂
季
鷹

を
仲
介

に
し
て

『萬
葉
集
略
解
』
を
手

に
い
れ

て
い
た
こ
と

は
、

清
水
浜
臣

の

『泊
酒
筆
話
』

に
所
引

の
貞
直

の
書
簡
か
ら
も
わ
か
る
。

一
芳
宜
園

の
あ
る
じ
万
葉
集
略
解
を
述
作
せ
ら
れ

て
、

板
に
ゑ
ら
れ
し
を
、

か
ね

て
の
心
し
り
な
り
け
れ
ば
、
富
小
路

〔割
註
〕
貞
直
卿
。
」
の
み
も
と
に
ま
ゐ
ら

せ
け
る

に
、
其
か

へ
し
あ
り
。

未
レ接
-
芝
眉

}.、
傾
葵
無
け
已
.。
鴻
便
附
寄

候
。
秋
冷
之
節
、
起
居
清
勝
候
哉
。

令
二承
知

一度
候
。

抑
萬
葉
集
略
解
之
大
作
、

渇
望
之
趣
季
鷹
申
達
有

レ之
候

哉
。
不

聖
料

.預

コ恵
投

一一領

頂
感
塊
之
至

一候
。
蛍
雪
之
窓
、
日

々
解
瀞年
来
之

凝
滞

↓、
欣
幸
不
レ過
畔
之

.、
速

.可

一申
謝
一候
処
、
海
紅
花
不

レ能

二其
義

一、
遅

久

之
罪
可
秒
令
二
高
恕

一給

抄。

此

一
幅
聯
賀
ト
与
二
珠
玉

う競
レ
光
之
徳
栄
"
候
趣

意

、而伴

函
候
。
於

「笑
留

一者
可
レ為

一素
懐

一候
。
尚
書
余

可
レ在
二此
後

一、
草

々

馳
二
禿
筆

一候
也
。

八
月
十

三
日

貞
直

追
而

不
審
之
事
如
コ
丘
山

う候
間
、
追

々
可
レ及
二質
問

一、
無
二隔
心

一垂
示
之
義

祈
望
候
。

か

げ

あ

ふ

ぐ

こ

、

ろ

の

は

て

し

な

き

み

に

は

く

ま

な

く

み

え

む

む

さ

し

の

、

閑
夏
安
布
愚
古
々
魯
廼
半
天
自
南
記
美
爾
波
宮
馬
難
空
民
依
牟
無
左
四
能
々

闘
其
」
万
々
為
道
自
重
専

一
に
候
也
。
(下
略
)

(『
日
本
随
筆
大
成
』
第

一
期

七
)

ま
た
、
こ
の
書
簡

の
古
風

の
和
歌

に
対
す

る
千
蔭

の
返
歌
が

『う
け
ら
が
花
』
に
あ

る
の
で
引

い
て
お
く
。

富
小
路
貞
直
卿

お
の
れ
が
あ
ら
は
せ
る
菖
葉
集
略
解
を
え
ま

ほ
し
と

の
た
ま

へ

る
よ
し
を
、

季
鷹
あ
が
た
主
よ
り
き
け
る
ま
ま
に
ま
ゐ
ら
せ
け
れ
ば
、

よ
ろ
こ

は
せ
給

ひ
て
御
消

息

の
は
し
に
、

陰

あ
ふ
ぐ
心

の
は
て
も
な
き

ぞ
と

は
く
ま
な

く
み
え
む
む
さ
し

の
の
月
、

と
書

き
て
給

へ
り
け
れ
ば
、
御
返
し

に

む
さ
し

の
の
を
草

が
う

へ
も
雲
井

よ
り
も
ら
さ
ぬ
月

の
影
あ

ふ
ぐ
か
な

(『
う
け
ら
が
花
』
巻

六

雑
歌
)

(12
)
晩
年
宣
長

は
寛
政

二
年
、
寛
政
五
年
、
寛
政
六
年
、
享
和
元
年
と
四
回

に
渡

っ
て
上

京
し
て
い
る
が
、

こ
こ
は
享
和
元
年
宣
長
最
後

の
上
京

の
折

の
こ
と
を
指
す
。

三

月
二
十
八
日

に
伊
勢
松
坂
を
立
ち
六
月
十

二
日
に
帰
着

し
た
約

二

ヶ
月
半

に
及
ぶ

在
京

で
、

地
下
門
人
だ
け

で
は
な
く
、
堂
上
家

を
も
相
手

に
し
て

『源
氏
物
語
」

『
万
葉
集
』
『
古
語
拾
遺
』

等
々
を
講

釈
し
た
。

「
さ
月
廿

二
日
の
」
貞
直

の
千
蔭
宛
書
簡

は
、
宣
長
在
京

中
に
書
か
れ
た
も
の
で

(13
)

あ
り
、

宣
長
が
堂
上
家
に
歓
待
さ
れ
て
い
る
様
子
を
千
蔭
に
詳
し
く
書
き
送

っ
た

も
の
と
み
ら
れ
る
。

宣
長
が
中
山
大
納
言
忠
サ
卿
か
ら
召
さ
れ
、
狩
衣
烏
帽
子
姿
の
花
山
院
愛
徳
卿
、

園
基
理
卿
、
東
園
基
仲
朝
臣
、
中
山
忠
頼
卿
等
を
前
に
『
延
喜
式
』
祝
詞
巻
を
講
釈

し
た
こ
と
、
ま
た
芝
山
殿
、
園
殿
、
日
野
殿
等

へ
参
謁
し
た
こ
と
。
ま
た
逆
に
、
前

出
の
貞
直
、
資
愛
を
は
じ
め
と
し
て
倉
橋
泰
行
朝
臣
、
外
山
光
実
卿
、
錦
小
路
頼
理

卿
等
、

宣
長
の
宿
を
訪
れ
て
講
釈
を
聴
い
た
堂
上
家
も
い
た
こ
と
な
ど
は
宣
長
の

『享
和
元
年
上
京
日
記
』
(『本
居
宣
長
全
集
』
第
十
六
巻
)
に
記
さ
れ
て
い
る
。

享
和
元
年
五
月
二
十
二
日
の
千
蔭
宛
書
簡
の
中
で
、
貞
直
が
千
蔭
に
批
点
を
願

っ

た
二
十
六
首
の
歌
を
指
す
。
内
、
本
書
簡
で
千
蔭
が
添
削
を
施
し
て
い
る
の
は
、
前

「61一



出

の
十

一
首

で
あ
る
。

(14
)
宣
長

は
、
「閑
院
宮

へ
愚
老
歌
短
冊
、
古
風
近
調
十
二
枚
献

ス
」
(コ
旱
和
元
年
上
京

日
記
』)
と
あ

る
よ
う
に
和
歌
を
古
風

と
近
調

の
ふ
た

つ
に
わ

け
て
詠

み
、
ま
た
、

寛
政
十
年
十

一
月

に
巻

一

「春

・
夏
」
巻
二

「秋

・
冬
」
巻
三

「恋

・
雑
」
が
初
編

と
し

て
、
寛
政
十

一
年
十
二
月

に
巻
四

「
古
風
」
巻
五

「
長
歌

」
が
第

二
編

と
し
て

出
版
さ
れ
た

『鈴
屋
集
』
も
初
編

は
近

調
歌

と
し
て
、
第
二
編
は
古

風
と
し
て
編
纂

さ
れ

て
い
る
。

(15
)
小
沢
薩
庵
門
下

四
天
王

の

一
人
小
野
勝
義

の

「其
師

(賀
茂
真
淵
)
の
教
と
、
み
つ

か
ら

(千
蔭
)
の
歌
と

ハ
、
異
な

る
や
う

に
思

ハ
る

・
ハ
、
い
か
な
る
事

に
か
」
と

い
う
問

に
対

し
て
千
蔭

が
答

え
た

『答
小
野
勝
義
書
』
(『
日
本
歌
学
大
系
』
第
八
巻

所
収
)

に
は
次

の
よ
う
に
あ
る
。

近

き
頃
、

古

風
を
好
む
と
い
ふ
と
も
が
ら
の
う
ち
に
は
、

古
風
近
禮
な
ど
わ

け

て
よ
む
も
の
あ
り
。

こ
は
た
ゞ
人

の
口
ま
ね
を
す

る
に
て
、

お
の
が
心
を

よ
み
出
つ
る
に
は
あ
ら
ず
。

歌

の
道

の
よ
こ
ぼ
し
れ
る
も
の
に
し
て
、

お
の

れ
が
と
ら
ざ
る
所
な
り
。

お

の
れ
が
心

に
う
か

べ
る
事

の
、

其

心
の
ま

ゝ
な

る
事
を
な
だ
ら
か

に
よ
み
え
た
る
時
は
、

人

に
み
せ

て
ほ
こ
ら
む
と
に
も
あ

ら
ず
。
唯

よ
ろ
こ
ば
し
く

て
、
を
り
か
ら
え
ま
ほ
し
く
思

ふ
物

の
、
思
は
ず

め

の
前

に
あ
ら

は
れ
出

で
た

る
心
地
せ
ら
る

ゝ
も
、
あ
や
し
き
物
ぞ
か
し
。

自
己
の
精
神
の
お
の
つ
か
ら
の
発
露
と
し
て
の
歌
を
詠
む
の
で
は
な
く
、
「古
風

・

近
体
」
と
称
し
て
そ
の

「歌
体
」
す
な
わ
ち
表
現
的
特
徴
を
模
倣
し
て
詠
む
者
へ
の

批
判
で
あ
る
が
、
本
稿
の
書
簡
と
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
宣
長
に
対
す
る
批
判
で
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
『答
小
野
勝
義
書
』
は
、
『国
書
総
目
録
』
な
ど
に
よ
れ
ば
原
本
未

詳
。
成
立
年
も
未
詳

(
『日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
)
で
あ
る
。
な
お
、
京
都
大
学
文

学
部
所
蔵

『歌
書
雑
記
』
(編
者
未
詳
)
に

「詠
歌
教
誼
之
詞
」
の
題
で
抜
書
き
さ

れ
て
い
る
文
章
は
ま
さ
し
く
『
答
小
野
勝
義
書
』
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
文
末
に
は

「
寛
政
十
二
年
長
月

千
蔭
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
本
書
簡
の
年
次
に
近

く
、
『答
小
野
勝
義
書
』
の
成
立
も
こ
の
日
付
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

以
上

の
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、

こ
の
頃

の
千
蔭
が
、

歌
人
と
し

て
の
宣
長

に
対
し

て
批
判
的

で
あ

っ
た

こ
と
が
わ
か
る
。

〔付

記
〕
本
書

の
閲
覧
及
び
翻
字
を
許
可
下
さ

っ
た
静
嘉
堂
文
庫

に
深
く
感
謝

致
し
ま
す
。

ま
た
、
本
稿
を

な
す

に
あ

た
り
岩
手
県
立
図
書
館
を

は
じ
め
と
す

る
諸
機

関

に
御
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
関
係
各
位

に
心

よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
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